



















　本書の構成は 3 部構成になっており、第Ⅰ部が理論編、第Ⅱ部が北九州市八幡製鉄所東田 
第一高炉の「近代化遺産」化（産業施設編）、第Ⅲ部が佐世保市米軍基地内の旧軍建造物の 
「近代化遺産」化（軍事施設編）、そして結論に分かれる。
　さらに、本書では序章と終章を除いて、各部は 2 章ずつで構成されている。第Ⅰ部の理論 
編では、近代国家の支配の仕組みと「近代化遺産」の地域社会における構築の仕組み、第Ⅱ 
部・第Ⅲ部の実証編では、前半に地域社会の政治・経済的背景、後半に「近代化遺産」をめ 



































　八幡製鉄所は日本初の官営の製鉄所として 1901（明治 34）年に操業を開始した。当初は 
日本の近代製鉄業としての「国家のシンボル」（本書 : 123）であった。戦時期には国内の 
製鉄会社と統合し株式会社となり、そして戦後は解体されて八幡製鐵株式会社となった。以 
降、1970（昭和 45）年に富士製鐵会社と合併して、以後、新日本製鐵株式会社（以下、新日鐵） 
となる（本書 : 64-5）。2012（平成 24）年に新日鐵は住友金属工業と合併し、現在は新日
鐵住金株式会社である（2015（平成 27）年 3 月現在）。
　東田第一高炉の保存は、著者によれば 1970 年代からの製鉄産業の商業的発展という構造 





























































警備隊地方総監部が設置され、のちに海上自衛隊地方総監部となっている（本書 : 142）。 
　戦前から戦後、そして現在に至るまで、軍港としての設備はほぼ引き継がれている。しか 
し同じように見える場所を、本書冒頭に登場する地元のある古老は「戦前と今ではだいぶ変 





















































ＫＧ　社会学批評　第 4 号　［March 2015］
察、自衛隊）の武力を国民に向けて、アメリカを優先させ米軍を守り通した。このことか
ら、佐世保市の「国家」は、アメリカを含めた「国家」のことを指し、「佐世保には『国家』


























　具体的には、以下のように批評点を 3 つ挙げる。第 1 に、近代以降の産業遺産を扱うこと 
について、第 2 に、文化遺産の活用を（文化ではなく）国家（中央省庁）と企業、自治体の 
存続と地域住民の関係性からみることについて、そして最後に 3 点目として、その関係性を 











































である（2014 年 8 月 31 日現在）。
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ＫＧ　社会学批評　第 4 号　［March 2015］
治・経済のグローバル化に対し、「近代化遺産」の時代区分である明治期からの「近代的」 
なカテゴリーを用いることで、グローバル化で弱まった国家的紐帯を補強する（本書 : 3）意 
味合いがあることを指摘している。
　ここで、日本だけでなくグローバルな視点から見た、文化遺産のグローバル化について考 




















ある。新日鐵の子会社によりスタートさせたが、経営不振により 2005（平成 17）年に営業 















































2014( 平成 26) 年 2 月 25 日 ( 火 ) 開催」, 文化庁ホームページ ,http://www.bunka.go.jp/bunkashingikai/ 
isanbukai/sekaiisanbukai/2/05/pdf/gijiyoshi.pdf（2014 年 8 月 31 日閲覧）．
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